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平成２７年度 「市民と議会との対話集会」 

別府市議会議長 堀 本 博 行 

第１班 

 班長 首 藤   正 

    三ヶ尻 正 友  平 野 文 活  国 実 久 夫  松 川 章 三  

    穴 井 宏 二  三 重 忠 昭  安 部 一 郎 

第２班 

 班長 河 野 数 則． 

    野 口 哲 男  黒 木 愛一郎  萩 野 忠 好  荒 金 卓 雄 

    森 山 義 治  野 上 泰 生  竹 内 善 浩 

第３班 

 班長 江 藤 勝 彦 

  山 本 一 成  松 川 峰 生  市 原 隆 生  加 藤 信 康 

  森   大 輔  小 野 正 明  阿 部 真 一 

 

（開催日時等） 
   

開催日 開催場所 開始時間 班 

 ８月１９日（水）  南部地区公民館  午後６時３０分 ３班 

 ８月２４日（月) 
 北部地区公民館  午後６時３０分 １班 

 内成公民館  午後７時 ３班 

 ８月２５日（火） 
 西部地区公民館  午後６時３０分 ２班 

 天間公民館  午後７時 １班 

 ８月２６日（水）  枝郷公民館  午後７時 ２班 

 ８月２７日（木） 
 朝日大平山地区公民館  午後６時３０分 １班 

 古賀原公民館  午後７時 ３班 

 ８月２８日（金） 
 中部地区公民館  午後６時３０分 ２班 

 椿公民館  午後７時 １班 

 ８月２９日（土） 

 野口ふれあい交流センター  午後６時３０分 ３班 

 山の口公民館  午後７時 ２班 

 城島公民館  午後７時 ２班 

 

別 府 市 議 会 
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次  第 

 

 

１．代表者あいさつ 

 

２．議員紹介 

 

３．議会からの報告 

 

 ①平成２７年 第１回 定例会の議決内容について 

 

 ②議会改革について 

 

４．市民と議会との対話 

 

 ①共通テーマによる対話・・・「地域の活性化について」 

 

 ②自由テーマによる対話・・・「フリートーキング」 

 

５．閉会の言葉 
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１．平成２７年 第１回 定例会の主な議決内容等について 

 

 １）市提出議案 ５０件 

 

  ①予算議案   １６件 

   ・議第 １号 平成２６年度 別府市一般会計補正予算（第５号） 

      ・議第 ８号 平成２７年度 別府市一般会計予算 

   ・議第 ９号 平成２７年度 別府市国民健康保険事業特別会計予算 他 

 

  ②条例議案   ２６件 

   ・議第２０号 特別職の常勤職員の給与及び旅費に関する条例等の一部改正につい 

て 

   ・議第２６号 別府市重要文化的景観整備事業分担金徴収条例の制定について 

   ・議第３２号 別府市国民健康保険税条例の一部改正について 他 

 

  ③人事議案    １件 

   ・議第５０号 人権擁護委員の推薦につき議会の意見を求めることについて 

 

④その他     ７件 

   ・議第４６号 市有地の貸付けについて 

   ・議第４７号 市道路線の認定について 他 

 

２）委員会提出議案 ３件  

   ・第 １ 号 別府市協働のまちづくり推進条例の制定について 

   ・第 ２ 号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正に 

ついて 

   ・第 ３ 号 別府市議会議員の政治倫理に関する条例の一部改正について 

 

３）議員提出議案  ３件（可決＝２件・否決＝１件） 

   (条 例）・・・・１件（可決） 

   ・第 １ 号 別府市議会委員会条例の一部改正について 

 

   (意見書)・・・・２件（可決＝１件・否決＝１件） 

   ・第 ２ 号 ドクターヘリの安定的な事業継続に対する支援を求める意見書  

   

４）請願      １件（否決） 

  ・第 １ 号 消費税増税の撤回を求める意見書提出を求める請願 
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２．平成２７年度 当初予算の概要 

 

１）予算規模 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）予算編成のポイント 

 

 ①子育て支援の充実 

  「子ども・子育て関連３法」に基づく「子ども・子育て支援新制度」のスタートに 

あわせ、私立保育所の定員増（＋２５０人）、放課後児童クラブの増設及び整備など 

  の子育て支援策を充実 

   ○保育園運営費負担金     ２２億６，２６９万円（対前年度比 13.2%増） 

   ○放課後児童クラブ運営事業     ９，７４１万円（対前年度比  4.6%増） 

   ○放課後児童クラブ施設整備事業      １，９６５万円 

 

 ②中央公民館のリニューアル 

  本市の代表的な歴史的建造物である中央公民館の耐震補強、正面階段の復元、バリ 

アフリー化などリューアルを実施 

 ○中央公民館リニューアル事業 １１億５，７５０万円 

 

③公共施設再編への取り組み 

 公共施設の安全性を確保するとともに適正な配置を図るため、公共施設マネジメン 

ト計画及びインフラ施設も含めた公共施設等総合管理計画を策定 

 ○公共施設マネジメント計画策定事業 ２，０３３万円 

 

一般会計 ４５６億３，０００万円 

（前年度対比：▲１億３，０００万円 ▲０．３％） 

※ 統一地方選挙の年度の為、義務的経費や市民生活に不可欠な福 

祉等の経常的経費を中心とした骨格予算 

◎ ６月補正予算は、新規事業や建設事業などの政策的経費を追加した肉付け予算 

を編成 

（補正後の予算額 ４６３億７，８００万円 前年度当初予算比 １．６％増） 

※ 総合政策アドバイザー・空き家対策に要する経費 等 

特別会計 ５１２億６，８００万円 

（前年度対比： ５３億２，０００万円 １１．６％） 

※ 国民健康保険事業・競輪事業 等７会計 

※ 国民健康保険事業・介護保険事業・競輪事業の増加 
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④ともに生きる条例に基づく施策の推進 

 条例の理念に沿った施策の継続 

 ○共生社会形成事業  １６２万円 

 ○日常生活や差別又は虐待に関する相談員の配置 ３８４万円 

 

３）重点５分野 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①安全・安心のための取り組み ３億４，３７１万円 

 住民の暮らしを守るため、大規模災害等による被害を軽減又は予防する防災・減災

対策を強化します。 

※ 大規模建築物耐震診断・補強設計助成事業、消防救急無線デジタル化事業 等 

②移住・定住促進への取り組み ２８億４，６５４万円 

 豊かな自然、温泉など恵まれた地域資源の重要性を再認識し、移住・定住の促進・

交流人口の拡大につながる施策を実施して地域の活性化を図ります。 

※ 保育所入所事業、子ども医療助成事業、放課後児童クラブ運営事業 等 

 

③障がいのある人もない人も安心して暮らせるまちづくりへの取り組み 

３７億３，７５３万円 

 高齢者や障がい者を含めた市民みんなが、地域で自立した生活を送り、積極的に社

会参加できるまちづくりを進めます。 

※ 障がい者自立支援給付事業、障がい児通所支援事業 等 

 

④公共施設再編への取り組み ２２億１，７４２万円 

 公共施設の適正な配置と総量縮小を図り、中長期にわたる計画的な改修等を実施し、

安全性と利便性を確保します。 

※ 中央公民館リニューアル事業、青山小学校新校舎等建設事業 等 

 

⑤健康寿命を延伸する取り組み １億８，７６５万円 

 健康長寿命社会の実現に向けて、健康増進や疾病予防につながる市民の主体的な健

康づくりを支援します。 

※ 健康審査事業、パークゴルフ場管理運営事業、介護予防教室開催事業、介護支援

ボランティア事業 等 
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３．議会改革について 

 

 平成２０年１２月に、議会活動の活性化を図る為、「 行財政・議会改革等推進特

別委員会 」を設置しました。（改選期毎に設置） 

 

 １）審議の基本方針 

 

  ①行財政改革・・・「 議会と行政のあるべき関係 」 

  ②議会改革・・・・「 議会・議員のあるべき形づくり 」 

 

 ２）議会改革の柱（テーマ） 

 

 

 

 

  ①議員定数の削減 

 

      ・昭和６２年 ３６名⇒３３名の【３名減】 

      ・平成１５年 ３３名⇒３１名の【２名減】 

      ・平成１９年 ３１名⇒２９名の【２名減】 

      ・平成２３年 ２９名⇒２５名の【４名減】 

 

  ②議会審議の充実 

    

・ケーブルテレビ、インターネットでの議会本会議の中継（平成２１年６月） 

      ※ 開かれた議会を目的に本会議中継を開始 

 

・予算特別委員会の設置（平成２５年 第１回 定例会） 

    ※ 予算審議の充実を目的に議員全員により集中審議を開始 

 

・常任委員会の再編（平成２５年 第１回 定例会） 

 ※ 定数を増やし多様な意見の反映を目的として、４委員会から３委員会に再編 

成した。 

    ※ 委員の専門性を深めるため、任期を１年から２年とした。 

 

    

①議員定数の削減 ②議会審議の充実 ③市民との対話の促進 

昭和６２年から１１名の議

員定数削減 
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・市有財産利活用推進特別委員会（平成２６年 第１回 定例会） 

        ※ 公共施設の再配置、学校統廃合による跡地利用及び遊休資産の利活用に関す

る調査・検討を行った。 

 

  ③市民との対話の促進 

 

   ・市民と議会との対話集会の実施（平成２５年～） 

    ※ 開かれた議会を目的とし、対話集会を実施することで、広聴機能の強化を図

り、政策提言等に活かす。 

 

      ○平成２５年度 地区公民館６会場 参加者２２３名 

 

   ○平成２６年度 町内公民館８会場 参加者２５４名 

 

   ○平成２７年度 地区公民館及び中山間地域１３会場 

 

 

  ④その他の議会改革 

 

（議会費関係）    

 

   ・議員定数削減による議員報酬等の減額 

    ※上記 ①議員定数の削減による。 

    

   ・議員報酬の減額（平成２７年 第１回 定例会） 

    ※議員報酬を一律３％減額 

 

・政務活動費の削減（平成２３年 第１回 定例会） 

    ※月額７万円から４万円に減額 

 

   ・一般行政視察費の削減（平成２３年 第１回 定例会） 

    ※年額１人当たり１６万円から１３万円に減額 

 

   ・費用弁償の廃止（平成２４年 第１回 定例会） 

    ※市内旅費の費用弁償（２ｋｍ以上のバス代実費）の廃止 
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（政策関係） 

   ・協働のまちづくり推進条例の制定（平成２７年 第１回 定例会） 

    ※ 別府市議会 初の政策条例の制定 

    ※ 市民協働によるまちづくりを推進することで、魅力と活力のあふれる市民主 

体の地域社会の実現を目指す。 

    ※ 市民の役割、行政の役割を定めるとともに、基本施策や人材の育成等を定義 

した。 

 

  （倫理関係） 

   ・別府市議会議員の政治倫理に関する条例の一部改正（平成２７年 第１回 定例 

会） 

 ※ 市の契約に対する遵守事項として「請負契約等の辞退」を規定することによ 

  り、議員の政治倫理のより一層の向上と確立を図り、市民に信頼される議会づ 

くりを目的とする。 

 

  （情報公開関係） 

   ・議決結果・賛否の公表（平成２６年１２月～） 

    ※ 議員個人の議決の賛否を議案項目毎に公表 

     （議会ホームページ：全議案 議会報：賛否の分かれた議案） 

     

・政務活動費の公開（平成２７年７月～） 

    ※ 政務活動費収支報告書を議会ホームページにて公開 

     （平成２６年度分を平成２７年度に公開） 

 

 

 詳しい議会審議の内容や議会の仕組み等は、「べっぷ市議会だより」や

「別府市議会公式ホームページ」をご覧ください。 
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メ モ 欄 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


